
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【広島県】 

１実践

テーマ 
【 Ⅴ 】 

 

２実施

対象者 
広島県立神辺旭高等学校 全学年７１０名・教職員５０名 

３展開

の形式 

（１） 学校における活動 

① 教科名（ ＬＨＲ ） 

４ 目

 標  

 （ねら

い） 

オリンピック・パラリンピックムーブメントを広島県に波及させ，東京オリ

ンピック・パラリンピックに向けた機運醸成を図る。 

（１）スポーツの意義や価値に対する市民の理解・関心の向上 

（２）中学校・高等学校・特別支援学校の保健体育科『体育理論』の内容充

実 

５ 取

組内容 

①交流会の要項を作成し，事前に質問事項を集約し講師に送付した。 

②全体会場図や当日の進行について資料を送付し了解を得た。 

③講師プロフィールを教室に掲示し，事前に交流会の実施について生徒に伝

えた。 

④交流会終了後にアンケートを実施し集約した。 

６ 主

な成果 

 

前々回・前回に続きオリンピックに出場した選手に学校側から質問を伝え，

それに応える形で話していただいた。講師の話の主な主旨は『夢を持ちその

達成に向けて突き進む・しんどいことから逃げないで乗り越えていく・今を

大切にする』という話しが生徒には強く印象に残ったようだ。生徒自身がこ

れから様々（進学・部活動・日常生活等）なことに取り組んでいく上で，ど

のように立ち向かっていくかという視点での話しで深く学ぶことができた。 

※アンケートの結果 

    1年 2年 3年 計   

1 

非常にそう思う   111 108 130 349 名 

ややそう思う 101 104 82 287 名 

あまりそう思わない 14 11 10 35 名 

まったくそう思わない 5 1 3 9 名 

2 

非常にそう思う   125 119 138 382 名 

ややそう思う 94 97 82 273 名 

あまりそう思わない 9 7 4 20 名 

まったくそう思わない 3 1 1 5 名 

3 
試合会場に行って観戦したい 60 89 101 250 名 

パブリックビューイングなどで多くの人と一緒に観 7 4 33 44 名 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック，パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統，郷土の文化や世界の文化の理解，多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上，スポーツを楽しむ心の育成 



戦したい 

自宅のテレビなどで観戦したい 121 104 81 306 名 

テレビなどでたまたま目に入れば，観戦するか

もしれない 
37 22 10 69 名 

関心があまりない 6 3 1 10 名 

4 

非常にそう思う   74 74 83 231 名 

ややそう思う 119 122 111 352 名 

あまりそう思わない 32 23 25 80 名 

まったくそう思わない 6 5 6 17 名 

5 

非常にそう思う   160 149 163 472 名 

ややそう思う 66 74 58 198 名 

あまりそう思わない 3 1 3 7 名 

まったくそう思わない 3 0 1 4 名 

６ 

・努力は本当に大切だということを改めて学んだので，これからも夢にむかって努力をし続けたい。 

・何事もあきらめなければ夢は叶うということを学んだ。 

･私が１番心に残ったことは，後悔しないということだ。 

･自分の競技に今すぐ活かすことのできる内容の話だったので，とても有意義な時間となった。 

・オリンピック・パラリンピックに出るまでにはたくさんの成功と挫折の繰り返しから成功に繋がっているこ

とが分かった。 

・いつも誰もが言っている何回も聞いたことのある言葉じゃなく，本当にその人が体験した話だったの

で，とても説得力があり，とてもこれからのためになるものばかりだった。 

・目標はしっかりと持ち粘り強く頑張ります。 

・日々，先生方が言われている事と青木さんが言われていることと重なる部分があって，今の３年

生の受験にもつながるところがあって，とてもありがたいお話を聞くことができた。 

・楽しく，改めて 1 つのことに熱心に取り組む姿はとっても格好がよいなと思い，何事にもがむしゃら

に取り組みたいと思った。 

・団体競技をする上での仲間とどうやって目標に向かっていくかなどをしっかり考えるいい機会だった。 

・本気でスポーツをしている人は凄いと思った。 

・オリンピック・パラリンピック・スポーツに対する意識が変わった。あきらめないことや，自分の夢をしっ

かり持つことを大切にしていきたい。 

・強くなろうとしたとき必ず壁に当たるという言葉にとても共感した。 

・自分の目標がなんなのか，自分がなりたい姿はどんなのかを改めて考えることができた。 

・焦らず色々なことに挑戦して自分に合う夢を見つけたいと思った。 

・初心を忘れないことの大切さ，途中で諦めないことの大切さを知ることができて良かった。 

・本気で練習に挑む大切さがわかった。夢に向かって頑張るかっこよさ，大切さを改めて感じた。 
 

７実践

におい

て工夫

した点 

（事業

の特色） 

①講師プロフィールの紹介を事前掲示し，講師に対する質問を集約した。

（時間の都合もあり１０名に限定） 

②校内での役割分担について協力体制を整えた。 



８主な

課題等 

毎年の事ではあるが，オリンピアンの派遣事業を学校として要望してきた

が，現段階ではこの事業で東京オリンピック・パラリンピックに向けた機

運醸成にどれくらい貢献できたかは判断しにくい。しかし，一つのことを

成し遂げた人の話は，生徒自身が今後予想される様々な困難に対し，一つ

の参考となり成功者の話しは心に迫るものがある。本事業内容は，学校と

しても大いに成果があり，毎年の事ではあるが大変ありがたいと感じてい

る。 

９来年

度以降

の実施

予定 

本校としては，選手の体験談等から学ぶ事業の方が生徒に与えるインパク

トが大きいと考えている。次年度以降も継続できれば，ここ３年間はバレ

ーボール・バレーボール・シンクロナイズドスイミングと来ているので，

他競技またはパラリンピアンの代表選手の話を聞いてみたい。 

 


